











































































































































































































わりアジサイの花を見ていた時、自分たちの足元にアリがいるのを I 児と F 児が発見した。
前日に I 児が観察したアリとは違い、何匹ものアリの団体がものすごい速さで動いている。


































































































































































































































































































































と、片手で触っていた R 児が、保育者と同じように両手で優しく触り始めた。M 児と R 児が
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